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資料４各事業番号 

平成２８年度自殺対策行動計画における取り組み状況および２９年度事業計画  

   主な取り組みと評価・課題    

 

 

 基本施策１ 自殺の実態を明らかにする 

① 統計データ等による実態集計、分析（健康増進課）※資料３参照     №1 

② 自殺関係対応の実態を明らかにする（健康増進課）           №2 

・自殺念慮関連の個別支援・ケース会議 

・自殺未遂者についてのケース会議 

＊「湖南いのちサポート相談事業」対象者へのケース会議 

＊直接市に連絡があったケースについてのケース会議 

・市内大学との情報交換会…大学生の自殺の実態、大学の意見などを共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２８年度は、保健所の死亡小票、国データ、自殺未遂者のケースから、自

殺の実態を集計・分析し、必要な対策について検討した。今後も継続して実施し、

さらに国や県からの詳細情報を活用していく。 

併せて、情報交換会などを継続的に実施し、草津市における自殺の現状を各機

関と共有し、より効果的な事業の実施につなげていく。 

基本方針１ 社会的な要因、地域の実態を把握し、情報共有に努めます 

資料２ 
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 基本施策２ 情報を共有し総合的な自殺対策を推進する 

① 関係課および関係機関、市民との情報共有、施策の方向性の検討 

・自殺対策推進会議の開催（健康増進課）                №3 

・自殺対策関係課会議の開催（健康増進課）               №4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標指標：「草津市自殺対策推進会議」や「草津市自殺対策関係課会議」を 

年１回以上開催する。          

⇒ 開催できている。更なる計画推進のために、継続して開催していく。 

庁内関係課が共通認識を持って自殺対策を推進していくため、関係課会議を開催

し、その後、推進会議を開催することで、市と関係機関、市民とが情報を共有し

ながら計画を推進できた。今年度からは、推進会議にまちづくり協議会、庁内関

係課会議に男女共同参画課、まちづくり協働課、地域保健課を加え、２回ずつ開

催予定として協議を深めていく。 

H28 年度自殺対策推進会議の報告 

 第 1 回（H28.8.4） 

・改正自殺対策基本法について情報提供 

・自殺の状況、平成 27 年度取り組みおよび平成 28 年度計画の報告 

 各委員の活動や生活の中で、子どもから高齢者まで困りごとを抱えて

いる人への支援や連携の必要性について話し合った。ゲートキーパーの

重要性について確認し、研修の強化について話し合った。 

 第 2 回（H29.2.2） 

・国における自殺対策の方向性について情報提供 

・自殺の状況、平成 28 年度の主な取り組みについて報告（ゲートキーパー

研修・自殺未遂者支援） 

 ゲートキーパー養成研修会に参加された委員の感想やその後の実践

について報告があった。自殺未遂者や地域の気になる人について、支援

ネットワークが定着することで住みよいまちづくりが進むとの御意見

があり、地域の中での取り組みによる、住みよい環境づくりの重要性な

どについて話し合った。 
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 基本施策３ 健やかなこころをはぐくむ  

① いのちや人権を大切にする取り組み 

・市民センターでの「人権講座」（各市民センター）         №5 

 ※H29 年度からは地域まちづくりセンターにより地域の実情に応じて実施 

 ・企業内同和教育推進事業（商工観光労政課）           №7 

   企業啓発指導員の配置、研修会の開催、事業所訪問、啓発誌の発行 

 ・保育・教育の中での実践（幼児課、学校教育課）        №8･10 

 

② こころの健康づくりについての啓発 

・市民センターでの公民館講座（各市民センター）         №11 

  ※H29 年度からは地域まちづくりセンターにより地域の実情に応じて実施 

 ・働き方改革促進事業におけるセミナーの開催（男女共同参画課）  №12 

   イクボス宣言…市内 6 事業所 

 ・お出かけドクターとお気軽トーク（健康増進課）         №15 

   草津栗東医師会に委託し、地域で講話を行う 

・自殺予防デー（9/10）の街頭啓発（健康増進課・関係各課）    №16 

 ・広報紙やホームページの掲載（健康増進課）           №17 

 ・保育・教育の中での実践（幼児課、学校教育課）        №20･21 

・母子健康手帳発行時やすこやか訪問時、健康教育などの機会を捉えた啓発

（健康増進課等） 

 

③ 青少年健全育成の取り組み 

 ・草津市学区・区社会福祉協議会会長会（社会福祉協議会）    №24 新 

   各学区・区で行われる非行防止パトロールなどの学区社協活動の支援 

 ・わんぱくプラザ事業などの取り組み（各学区まちづくり協議会）  №25 

地域の子どもと大人が協働し、自然体験活動や地域ボランティア活動を

行う。 

・青少年育成市民会議の活動支援（生涯学習課）          №26 

青少年の主張発表大会・学区パトロール・あいさつ運動等 

 

④ 小中学校における「児童会・生徒会活動」の取り組み 

 ・学校内での活動の推進（学校教育課）              №29 

 

⑤ うつ等の精神疾患や自殺対策の必要性についての普及啓発 

 ・精神保健啓発委託事業（障害福祉課）              №30 

   精神障害者が安心して暮らせる地域づくりに関わる講演会の開催 

 ・広報紙やホームページの掲載（健康増進課）※P11～13 参照    №31 

基本方針２ こころの健康づくりをすすめます 
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⑥ いきがいづくりの取り組み 

 ・市民センターにおける公民館講座・自主教室の開催       №32･33 

 ・市民スポーツ大会の開催（スポーツ保健課）           №34 

 ・活動への参加を促すための取り組み（社会福祉協議会） 

   移動困難者の運送支援、福祉車両の貸し出し         №38･39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こころの健康づくりについて、地域ごとの取り組みが多く行われている。 

いのちや人権の大切さについての啓発、うつや自殺対策についての普及啓発、

生きがいづくりの取り組みについて、計画通り実施できた。 

今後も、より市民の理解が深まり、一層こころの健康づくりがすすめられるよ

う、身近な機会を捉えて啓発をすすめていく必要がある。 

目標指標：広報での特集記事の掲載等、あらゆる機会を通じてこころの健康づくり

に関する啓発を行う。  

⇒ 実施できている。更なる機会拡大をはかる。 
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 基本施策４ 孤立化しない地域づくりを行う  

① 地域、学校、職域での孤立化防止対策 

・孤立化防止対策事業（障害福祉課）               №41 

・つどいの広場（子ども子育て推進課）              №45 

中学校区ごとに子育て支援施設を開設 

・民生委員児童委員、ファミリーサポート会員等による地域での見守り、手

助け 

 

② ひきこもり（閉じこもり）対策 

・こころの健康に関しての相談 

 

③ いきがいや社会とのつながり、居場所づくりの取り組み 

・市民センターにおける公民館講座・自主教室の開催       №32･33 

・市民スポーツ大会の開催（スポーツ保健課）           №34 

・活動への参加を促すための取り組み（社会福祉協議会） 

  移動困難者の運送支援、福祉車両の貸し出し         №38･39 

・隣保館デイサービス、子育てサークル活動、地域サロンの支援 

 

 

 

 

  

基本方針２ こころの健康づくりをすすめます 

基本方針３ 一人ひとりの気づきと主体的な取り組みをすすめます 

市民センター、隣保館では、各種講座やサロンを開催された。また、地域

では、民生委員児童委員などにより見守りや手助けが行われている。 

今後も引き続き、孤立化しない地域づくりのための取り組みを進めてい

く。 

また、働く世代の自殺対策として、企業と連携を図ることなどが課題とな

っている。 
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目標指標：地域住民を対象としたゲートキーパー養成研修会を年間１回以上開催し、毎

年５０名以上の受講者を目指す。  

各種相談窓口担当者を対象としたゲートキーパー養成研修会を年間１回以上

開催し、毎年５０名以上の受講者を目指す。 

⇒ 実施できている。より多くの市民が身近な人と支えあえるように、また

相談窓口で質の高い援助をおこなうため、研修を継続する。 

 

 

 

 

 基本施策５ ゲートキーパーを養成する  

① 地域住民を対象とした研修の実施 

・市民対象のゲートキーパー講座（健康増進課）          №86 

・健康教育、出前講座など地域での研修 

・広報紙などでの啓発 

 

② 各関係機関における研修への取り組み 

・ 教職員夏季研修講座の開催（学校教育課）            №92 

・ 職員向けのゲートキーパー養成研修（健康増進課）        №90 

初級編（相談窓口関係課の新規職員・未受講の職員対象）２回 

ステップアップ編（管理職・過去に受講経験ある職員対象）１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針３ 一人ひとりの気づきと主体的な取り組みをすすめます 

基本方針４ 自殺予防の体制づくりを行います 

ゲートキーパー養成を目的に、地域住民や関係機関を対象に研修を実施した。 

民生委員児童委員および健康推進員に参加を呼びかけ、住民を対象とした研修を実

施した。職員向けの研修では、市職員をはじめ、関係機関職員、ケアマネジャー等を

対象とし、ステップアップ編として、フォローアップ研修を実施した。 

（研修後アンケート結果 P７参照） 

地域や関係機関における支援の中で、多くの人が「気づき、聴き、つなぎ、見守る」

ことで、本人とともに家族や周囲の人を支えられるように、今年度も引き続き研修を

実施する。 

企業内での研修を促すなど、関係機関と連携しながら、多様な機会をとらえて研修を実

施していく必要がある。 
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（資料）平成２８年度ゲートキーパー養成研修会の実施について 

① 職員等対象 草津市ゲートキーパー養成研修会 

【初級編】 

12月 22日(木) 講師：京都橘大学看護学部 西田大介さん     

  1月 27日(金) 講師：京都文教大学臨床心理学部 松田美枝さん 参加者数 99人 

【ステップアップ編】 

 1月 12日(木) 講師：滋賀県立精神保健福祉センター 辻本哲士所長 参加者数 70人 

（職員対象研修参加者アンケートより：回答 141人） 

◆次のことが実際にできると感じるか    ≪初級編≫      ≪ステップアップ編≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 市民等対象 草津市ゲートキーパー講座 

  12月 17日㈯午後 講師：滋賀医科大学医学部附属病院看護師長 

              リエゾン精神看護専門看護師 安藤光子さん 参加者数 81人 

（市民対象研修参加者アンケートより：回答 65人） 

◆現在やこれまでに、誰かの悩みや困りごとの  ◆内容の理解 

相談を受ける役割になることがあったか 

  

 

 

 

                   

 

◆今後、ゲートキーパーとしての 

行動ができるか        ◆自由記載より 

 

 

 

  

 

・安藤さんのお話がよくわかりました。自分自身、相談員をし

ていてしんどくなることが多いです。自分を知ること。自分

のエネルギーがどんな状態なのか、常に意識しておきたいと

思います。 

・自分の意見よりも、共感して相手の苦しいところをうまく聞

き出せるようになることが重要だと感じた。すぐに自分の意

見を言ってしまうところがあるので、聞くように努めたい。 

・聴くことの大切さを実感しています。私にできることをやっ

ていこうと思いました。 

・身近な人を大切にしたいと思いました。 
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 基本施策６ 相談支援のネットワークを構築する  

① 相談窓口の充実 

・ 妊娠期、子育て期、青少年、高齢者といった、ライフステージに応じた相

談 

・ 人権、暮らし、消費者トラブル、納税、就労、生活困窮、障害、健康、介

護などの分野ごとの相談 

◎ それぞれの窓口で相談を受け、必要に応じて他の窓口を紹介したり連携し

て支援している。 

※平成 29 年度女性の総合相談窓口を開設（男女共同参画課）    №93 新 

② 学校における相談体制の充実 

・ スクールカウンセラーの配置（学校教育課）          №113 

・ 問題行動対策委員会等の開催                 №114 

③ 相談窓口の周知 

・ 担当課による相談窓口の周知 

・ 相談窓口リーフレットの作成・配布（健康増進課）       №123 

庁内外の相談窓口を系統的に示したリーフレット【別添】を作成 

平成２９年度配布先（予定含む）：相談窓口関係機関、転入・出生手続

き者、商工会議所会員、障害児（者）自立支援協議会、市内企業、居宅

介護支援事業所、医療機関、保育所（園）、幼稚園、小中学校、高校、

大学、民生委員児童委員、健康推進員、各種イベント等参加者 など 

④ 相談支援のネットワーク体制の構築 

・ 各相談窓口から、必要に応じて関係機関に連携している。 

⑤ 相談窓口担当者等のメンタルケア事業 

・ ゲートキーパー養成研修、出前講座などの研修会において、同時に実施。 

 

 

 

 

 

  

基本方針４ 自殺予防の体制づくりを行います 

従来の相談窓口に加え、平成 29 年度には新たに女性の総合相談の窓口ができ

るなど、相談窓口は充実している。また、相談窓口リーフレットを作成し、相談

窓口の周知を行うとともに、リーフレットの活用により、相談内容に応じて関係

機関と連携を強化できた。 

相談窓口担当者の負担軽減のため、メンタルケアの研修とともに、複数の課題

を抱えている人などは、関係者全員でチームとして取り組む体制が必要である。 
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市の各課における相談件数

H24 H25 H26 H27 H28 増減 増加率

健康増進課精神相談 1,684 980 1,278 1,259 1,366 107 8.5

障害者福祉センター精神相談（相談内容延） 1,975 3,448 - - - - -

障害者福祉センター精神相談（人数延） - - 941 1,084 1,280 196 18.1%

地域生活支援センター風精神相談 1,303 1,365 1,337 1,440 1,451 11 0.8%

児童虐待の相談件数（実） 370 406 536 643 579 -64 △ 10.0%

地域包括支援センターの精神・虐待に関する相談 2,109 2,616 3,456 2,458 2,815 357 14.5%

市民相談室の相談 543 508 447 468 517 49 10.5%

消費生活支援センターの相談 951 1,120 1,226 1,118 968 -150 △ 13.4%

社会福祉課　生活保護相談 421 402 330 393 323 -70 △ 17.8%

少年センター・あすくる草津の相談 755 840 704 984 863 -121 △ 12.3%

人権センターの相談 165 138 229 144 138 -6 △ 4.2%

就労に関しての相談（商工観光労政課） 119 80 105 171 99 -72 △ 42.1%

心配ごと相談所 583 473 445 328 307 -21 △ 6.4%

くらしのサポートセンター - - 89 224 176 -48 △ 21.4%

合計 10,978 12,376 11,123 10,714 10,882 168 1.6%

H27,H28比較
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少年センター・あすくる草津の相談

人権センターの相談

就労に関しての相談（商工観光労政課）

心配ごと相談所

くらしのサポートセンター
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 基本施策７ 遺された人の苦痛をやわらげる  

① 相談支援と情報提供 

・ 相談支援の実施 

② 自死遺族会等との連携 

・ 自死遺族会「凪の会おうみ」の周知・開催協力（健康増進課）     №138 

凪の会おうみ…分かち合いの集い 

毎月第３土曜日、近江八幡で開催 

平成２８年度 毎月の定例会（分かち合いの集い）のうち３回を草津市

で開催（市後援） 

平成２９年度 サテライト開催（出張分かち合いの集い）への協力 

        草津市または近隣市での開催について、周知など協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

自死で大切な人を亡くされた人の苦痛を和らげるため、「凪の会おうみ」

の存在を広く周知し、参加しやすい環境づくりにつとめた。 

支援を必要としている方の把握方法の検討など、悲嘆の中にいる遺族に支

援を届けていくための取り組みが求められている。 

目標指標：相談窓口の周知をはかり、各種相談件数が増加する。  

⇒ 窓口ごとに相談件数の増減はあるが、相談窓口の数は増えており、

相談しやすい体制づくりがすすんでいる。（Ｐ９相談件数参照） 

今後も関係機関と連携しながら相談支援を充実させていく。 





相談窓口 連絡先 開設時間

市健康増進課 ☎561-6683　561-2491 平日★　　　 8：30～17：15

県草津保健所 ☎562-3534 平日★　　　 8：30～17：15

県自殺予防情報センター ☎566-4326 　　★　　　 9：00～21：00

こころの電話 ☎567-5560 平日★　　　10：00～12：00、 13：00～21：00

滋賀いのちの電話 ☎553-7387 金～日曜日　10：00～22：00

いのちの電話 ☎0120-7
なやみ　こころ

83-556 毎月10日 8：00～翌日 8：00

よりそいホットライン ☎0120-279-338 24時間

★年末年始除く

悩
ん
で
い
る
あ
な
た
へ

�

悩
ん
で
い
る
人
を
支
え
た
い
あ
な
た
へ

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
！

県
自
死
遺
族
の
会

凪
の
会
お
う
み�

わ
か
ち
あ
い

誰
か
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う

３月は
「自殺対策強化月間」

問
健
康
増
進
課（
さ
わ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー
3
階
、☎
561
・
6
6
8
3
、

561
・
２
４
９
１
）

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、

声
を
か
け
、
話
を
聴
き
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見

守
る
人
の
こ
と
で
す
。
少
し
の
知
識
や
方
法
を
身
に
つ

け
れ
ば
、
ど
ん
な
人
で
も
誰
か
の
支
え
に
な
れ
る
の
で

す
。
悩
ん
で
い
る
人
の
孤
立
を
防
ぎ
、
安
心
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
声
を
か
け
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
遺
族
同
士
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
を
語
り
合
い
ま
す
。

第
3
土
曜
日  

14
時
～
16
時

所 

ア
ク
テ
ィ
近
江
八
幡（
近
江
八
幡
市
）

　 

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

￥
300
円

問 

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
567
・
5
0
1
0
、


566
・
5
3
7
0
）

　

平
成
26
年
に
策
定
し
た
「
草
津
市
自
殺
対
策

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、「
か
け
が
え
の
な
い

“
い
の
ち
”
を
大
切
に
す
る
社
会
の
実
現
」
を

基
本
目
標
と
し
て
、
社
会
的
な
要
因
や
地
域
の

実
態
把
握
と
情
報
共
有
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
、

自
殺
予
防
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
体
制
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
の
自
殺
対
策

生
き
辛
さ
、
苦
し
み
を
抱
え
、
今
を
生
き
る

�

ひ
ろ
ち
ゃ
ん

私
は
、
こ
の
甘
く
な
い
病
気
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

心
の
病
い
、
み
ん
な
、
な
り
た
い
と
思
っ
て
な
っ
た
の
で
は
な
い
。

ふ
っ
と
気
が
つ
い
た
ら
、
病
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
症
状
は
ち
が
っ
て
も
、
一
人
一
人
と
っ
て
も
辛
い
、
不
安
も
あ
る
。

で
も
、
何
と
か
元
気
に
な
り
た
く
て
、
世
の
中
で
一
生
懸
命
働
き
た
い
と
、

精
一
杯
、
頑
張
っ
て
い
る
。

で
も
、
道
の
り
は
き
び
し
い
。

病
む
前
に
は
、
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今
、
で
き
な
く
て
、

例
え
よ
う
も
な
く
、
し
ん
ど
い
。

思
う
よ
う
に
動
け
な
い
、
そ
の
も
ど
か
し
さ
。

や
り
た
い
の
に
で
き
な
い
、
不
甲
斐
な
い
、
辛
い
。

そ
れ
ほ
ど
こ
こ
ろ
の
病
気
は
甘
く
な
い
。

で
も
、
み
ん
な
乗
り
越
え
た
い
。

元
の
よ
う
に
元
気
に
な
り
た
い
。

病
い
を
抱
え
て
い
て
も
、
世
の
中
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
！

仕
事
だ
け
で
な
い
、
恋
愛
も
結
婚
も
し
た
い
。

稼
い
だ
ら
楽
し
い
旅
行
に
も
行
き
た
い
。

や
り
た
い
こ
と
は
、
沢
山
あ
る
。

こ
の
甘
く
な
い
心
の
病
気
、
決
し
て
避
け
て
通
れ
な
い
け
れ
ど
、

さ
さ
や
か
で
も
い
い
、
夢
と
希
望
を
持
ち
た
い
。

あ
き
ら
め
た
ら
、
そ
れ
で
、
お
し
ま
い
。

ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
！

ど
ん
な
に
し
ん
ど
い
時
も
、
大
丈
夫
。

希
望
を
も
っ
て
、
粘
り
強
く
、
た
く
ま
し
く
、
今
を
！

精
一
杯
、
自
分
ら
し
く
、
生
き
て
ゆ
き
た
い
。

《
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
詩
の
朗
読
「
み
ん
な
の
詩
」
よ
り
》

　
こ
の
詩
は
、
こ
こ
ろ
の
病
の
あ
る
人
が
思
い
を
の
せ
た
も
の
で
す
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
、
多
く
の
人
が
こ
の
作
者
の
よ
う
に
苦
し
み
や
辛
さ

を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
そ
の
サ
イ
ン
に
少
し
で
も
早
く
気
づ
き
、

受
け
止
め
、
こ
こ
ろ
の
医
療
機
関
や
相
談
機
関
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

　こころの不調を感じるとき、一人で悩まず誰かに相談してみましょう。
　大切な人の不調に気付いたり、相談を受けたりした人は、自分自身のこころの健
康も大切にしながら、あなたやあなたの大切な人のために、できることから始めて
みませんか。
　かけがえのない「命」をみんなで守るために考えてみましょう。
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ロシア
2012

H23 H24 H25 H26 H27イタリア
2012
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2013

カナダ
2012

ドイツ
2013

米国
2012

フランス
2012

日本
2013

20.7

15.8
13.7

12.5 11.4

7.5 6.4

主要国の自殺死亡率（※）比較 自殺者数の推移 草津市では毎年20人
前後の人が自殺で
亡くなっています

全国
合計

草津市
合計

草津市
男性

草津市
女性

30,651

26
21

24
19

13

64

18
17

15
11

13

3

9

19

27,858
27,283

25,427

24,025

22.4

※人口 10 万人当たりの自殺者数

　

平
成
10
年
以
降
、
日
本
の
自
殺
者
数
は

年
間
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
国
全
体

で
の
自
殺
対
策
の
取
り
組
み
の
結
果
、
平

成
27
年
に
は
約
２
万
４
千
人
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
他
の
主
要
国
と
自
殺
で
の
死
亡

率
を
比
較
す
る
と
、
日
本
は
ロ
シ
ア
に
次

い
で
高
い
水
準
で
す
。
ま
た
、
15
～
39
歳

の
死
因
の
１
位
は
自
殺
で
あ
り
、
若
者
へ

の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択

の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
病
気
や
障
害
な
ど
の
問
題
、
失

業
や
倒
産
、
多
重
債
務
、
長
時
間
労
働
な

ど
の
社
会
的
・
経
済
的
問
題
、
職
場
や
学

校
、
家
庭
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
で
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
も
の

で
す
。

　

国
の
調
査
で
は
、
５
人
に
１
人
が
「
こ

れ
ま
で
に
本
気
で
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
な
ど
、
決
し
て

ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
殺
の
現
状

気
づ
き　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
く

声
か
け　

変
化
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け
る

　
　
　
　

�

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

　
　
　
　

耳
を
傾
け
る

つ
な
ぎ　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す

見
守
り　

�

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見
守
る

傾　

聴
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